
経済の

読み解く

生産性新聞生産性新聞

メ

デ

ィ

ア

と

世

論

の

現

在

地

④

ｔｈ

Ｊ

Ｐ

Ｃ

�

ク

ロ

ニ

ク

ル

�

／

価

値

創

造

の

現

場

⑥

＜上＞

令

和

版

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

経

済

の

転

換

点

を

読

み

解

く

⑥

詳

報

サ

ー

ビ

ス

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

挑

戦

⑨

　

日

本

生

産

性

本

部

は

６

月

�

日

、

２

０

２

６

年

度

の

定

時

評

議

員

会

を

都

内

の

ホ

テ

ル

で

開

催

し

た

（

＝

写

真

）

。

任

期

満

了

を

迎

え

る

評

議

員

７

人

と

、

理

事

４

人

が

全

員

再

任

さ

れ

た

。

　

評

議

員

会

の

冒

頭

、

生

産

性

常

任

委

員

会

と

第

２

回

「

生

産

性

白

書

」

の

概

要

に

つ

い

て

、

小

林

喜

光

会

長

（

同

委

員

会

委

員

長

）

か

ら

報

告

が

あ

っ

た

。

そ

の

後

、

「

未

来

を

選

択

す

る

会

議

」

の

活

動

に

つ

い

て

増

田

寛

也

副

会

長

（

同

会

議

共

同

代

表

）

か

ら

、

第

５

回

「

日

本

サ

ー

ビ

ス

大

賞

」

に

つ

い

て

村

上

輝

康

理

事

（

同

委

員

会

委

員

長

）

か

ら

、

そ

れ

ぞ

れ

報

告

が

あ

っ

た

。

　

さ

ら

に

、

前

田

和

敬

理

事

長

か

ら

�

年

度

の

決

算

報

告

が

行

わ

れ

た

後

、

�

年

度

の

事

業

報

告

及

び

決

算

に

つ

い

て

審

議

さ

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

承

認

さ

れ

た

。

　

そ

の

後

、

評

議

員

、

理

事

の

選

任

に

つ

い

て

審

議

さ

れ

た

。

　

評

議

員

に

つ

い

て

は

、

岡

島

真

砂

樹

氏

（

日

中

技

能

者

交

流

セ

ン

タ

ー

理

事

長

）

、

相

原

康

伸

氏

（

国

際

労

働

財

団

理

事

長

）

、

石

上

千

博

氏

（

自

治

労

中

央

執

行

委

員

長

）

、

堀

義

行

氏

（

生

保

労

連

中

央

執

行

委

員

長

）

、

安

達

正

美

氏

（

Ｊ

Ｐ

労

組

中

央

執

行

委

員

長

）

、

北

野

眞

一

氏

（

情

報

労

連

中

央

執

行

委

員

長

）

、

津

崎

暁

洋

氏

（

フ

ー

ド

連

合

会

長

）

の

７

人

が

、

そ

れ

ぞ

れ

再

任

さ

れ

た

。

　

ま

た

、

理

事

に

つ

い

て

は

、

増

田

寛

也

氏

（

野

村

総

合

研

究

所

顧

問

）

、

片

野

坂

真

哉

氏

（

Ａ

Ｎ

Ａ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

取

締

役

会

長

）

、

石

村

和

彦

氏

（

産

業

技

術

総

合

研

究

所

理

事

長

）

、

永

島

智

子

氏

（

Ｕ

Ａ

ゼ

ン

セ

ン

会

長

）

の

４

人

が

そ

れ

ぞ

れ

再

任

さ

れ

た

。

な

お

、

増

田

寛

也

理

事

は

、

６

月

�

日

を

開

催

み

な

し

日

と

す

る

臨

時

理

事

会

（

書

面

開

催

）

に

お

い

て

副

会

長

に

選

定

さ

れ

た

。

　

か

ん

ぽ

生

命

保

険

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

・

フ

ェ

ロ

ー

の

中

空

麻

奈

氏

は

、

生

産

性

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

、

日

本

経

済

に

つ

い

て

「

株

価

や

物

価

上

昇

だ

け

で

本

格

的

な

成

長

軌

道

に

乗

っ

た

と

判

断

す

る

の

は

時

期

尚

早

」

と

指

摘

。

日

本

経

済

を

考

え

る

上

で

、

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

、

財

政

、

円

安

の

三

つ

が

重

要

な

課

題

に

な

る

」

と

の

認

識

を

示

し

た

。

（

２

面

に

詳

報

）

内閣府月例経済報告資料から転載

■

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

不

安

、

企

業

活

動

に

影

響

　

中

空

氏

が

ま

ず

警

戒

す

る

の

が

、

中

東

情

勢

の

悪

化

に

よ

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

リ

ス

ク

だ

。

「

原

油

価

格

の

高

止

ま

り

が

長

引

け

ば

、

米

国

で

は

イ

ン

フ

レ

再

燃

と

消

費

減

速

が

進

み

、

日

本

で

も

景

気

悪

化

圧

力

が

強

ま

る

可

能

性

が

高

い

」

と

の

見

方

を

示

し

た

。

　

企

業

現

場

で

は

す

で

に

影

響

が

出

始

め

て

い

る

。

食

品

メ

ー

カ

ー

で

は

原

材

料

節

約

の

動

き

が

広

が

り

、

不

動

産

業

界

で

は

資

材

不

足

を

背

景

に

工

期

調

整

も

進

む

。

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

価

格

や

物

流

混

乱

の

先

行

き

が

見

通

せ

な

い

た

め

、

２

０

２

７

年

３

月

期

の

業

績

見

通

し

を

示

せ

な

い

企

業

も

出

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

　

物

価

上

昇

と

家

計

へ

の

影

響

に

つ

い

て

も

言

及

。

中

空

氏

は

「

企

業

は

コ

ス

ト

上

昇

を

販

売

価

格

に

転

嫁

せ

ざ

る

を

得

な

い

が

、

賃

金

の

伸

び

が

追

い

付

か

な

け

れ

ば

家

計

負

担

は

重

く

な

る

」

と

指

摘

。

「

家

計

が

節

約

志

向

を

強

め

れ

ば

消

費

は

鈍

化

す

る

。

消

費

が

弱

く

な

れ

ば

企

業

収

益

に

も

影

響

し

、

景

気

全

体

の

重

荷

と

な

る

可

能

性

が

あ

る

」

と

分

析

し

、

「

個

人

消

費

の

動

向

を

注

視

し

て

い

る

」

と

語

っ

た

。

■

財

政

の

持

続

可

能

性

が

重

要

　

一

方

、

中

空

氏

は

「

現

在

の

日

本

財

政

は

、

い

わ

ば

『

財

政

ボ

ー

ナ

ス

期

』

に

あ

る

」

と

指

摘

す

る

。

長

年

の

超

低

金

利

政

策

で

国

債

の

利

払

い

費

が

抑

え

ら

れ

、

イ

ン

フ

レ

に

よ

る

名

目

成

長

で

税

収

も

増

え

て

い

る

た

め

だ

。

し

か

し

、

国

債

の

平

均

償

還

年

限

を

考

え

れ

ば

、

数

年

後

に

は

高

金

利

下

で

発

行

し

た

国

債

の

借

り

換

え

が

本

格

化

す

る

。

「

利

払

い

費

が

膨

ら

む

可

能

性

が

あ

り

、

財

政

運

営

の

自

由

度

が

低

下

す

る

こ

と

も

考

え

ら

れ

る

」

と

述

べ

た

。

　

さ

ら

に

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

、

財

政

、

円

安

の

三

つ

の

問

題

は

密

接

に

結

び

付

い

て

い

る

」

と

説

明

。

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

価

格

が

上

昇

す

る

と

輸

入

額

が

増

え

、

円

安

圧

力

が

強

ま

る

。

円

安

が

進

め

ば

輸

入

コ

ス

ト

は

さ

ら

に

上

昇

し

、

企

業

や

家

計

の

負

担

は

重

く

な

る

」

と

指

摘

。

そ

の

結

果

、

「

消

費

が

弱

く

な

れ

ば

景

気

対

策

を

求

め

る

声

が

強

ま

り

、

財

政

支

出

拡

大

に

つ

な

が

る

可

能

性

も

あ

る

」

と

語

っ

た

。

■

円

安

解

消

は

生

産

性

向

上

が

鍵

　

円

安

に

つ

い

て

は

「

輸

入

品

価

格

の

上

昇

に

よ

っ

て

生

活

費

は

上

が

る

一

方

だ

が

、

海

外

投

資

家

は

円

に

魅

力

を

感

じ

て

お

ら

ず

、

積

極

的

に

買

う

状

況

に

は

な

い

」

と

分

析

。

背

景

に

つ

い

て

は

「

日

本

経

済

の

将

来

像

が

十

分

に

見

え

て

い

な

い

こ

と

も

あ

る

」

と

の

見

方

を

示

し

、

「

人

口

減

少

が

進

む

中

で

、

ど

の

よ

う

に

成

長

率

を

高

め

る

の

か

。

そ

の

道

筋

を

示

す

こ

と

が

重

要

だ

」

と

強

調

し

た

。

　

ま

た

、

「

海

外

投

資

家

は

足

元

の

株

価

だ

け

で

な

く

、

日

本

経

済

が

�

年

後

、

�

年

後

に

ど

の

よ

う

な

姿

を

目

指

し

て

い

る

の

か

を

見

て

い

る

」

と

指

摘

。

持

続

的

な

成

長

に

は

生

産

性

向

上

が

欠

か

せ

な

い

と

し

て

、

「

Ａ

Ｉ

や

ロ

ボ

ッ

ト

、

自

動

化

技

術

を

活

用

し

、

よ

り

少

な

い

人

員

で

高

い

付

加

価

値

を

生

み

出

せ

る

経

済

へ

の

転

換

が

必

要

だ

」

と

語

っ

た

。
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経済の

読み解く

中空　麻奈（なかぞら・まな）

　野村総合研究所を経て、郵政省郵政

研究所出向。１９９７年より野村アセット

マネジメントでクレジットアナリスト

として金融セクター、ソブリンを担当。

２０００年モルガン・スタンレー証券、２０

０４年ＪＰモルガン証券、２００８年ＢＮＰ

パリバ証券にて、クレジット調査部長

やチーフクレジットアナリスト、チー

フＥＳＧアナリストなど要職を歴任。

経済財政諮問会議議員や財政制度等審

議会財政制度分科会起草委員、税制調

査会委員など政府の要職も歴任。著書

に『早わかりサブプライム不況』（朝

日新聞出版）、『グローバル金融規制

の潮流』（きんざい）など多数。

日経平均株価と経済の出来事

�年�月�日 ３万８９１５円　バブル期最高値

＜�年３月　不動産価格高騰の沈静化のため不動産融資の総量規制＞

�年８月

１万５千円の大台を割り込む

この頃から失われた�年が始まる

�年

山一證券が自主廃業

アジア通貨危機

�年 ＩＴバブル崩壊

＜�年世界金融危機　米証券大手リーマンブラザーズ破綻＞

�年３月�日 バブル崩壊以降で最安値７０５４円

＜東日本大震災復興で資金を円に戻す動き、米国利下げの影響で歴史的円高＞

�年�月 一時１ドル�円台＜記録的円高＞

＜�年　アベノミクスで大規模金融緩和開始＞

�年４月 ２万円台回復

�年

コロナショック

一時１万６千円台まで急落

＜ＡＩ関連銘柄が牽引、円安と海外マネーの流入＞

�年５月 ３万円台を安定的に回復

＜�年　一時１ドル１６０円台＞

�年３月 史上初の４万円台

�年�月 ５万円台突破

�年４月 ６万円台突破

＜ホルムズ海峡危機　イラン・アメリカ戦争終結に向けた覚書合意＞

�年６月�日 一時７万円台に到達

　

か

ん

ぽ

生

命

保

険

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

・

フ

ェ

ロ

ー

の

中

空

麻

奈

氏

は

「

金

融

市

場

は

、

実

体

経

済

以

上

に

強

気

の

評

価

を

受

け

て

い

る

」

と

指

摘

し

、

持

続

的

成

長

に

は

技

術

革

新

に

よ

る

生

産

性

向

上

が

必

要

と

の

見

方

を

示

し

た

。

詳

報

は

次

の

通

り

。

■

金

融

市

場

を

押

し

上

げ

る

大

量

の

資

金

　

世

界

の

金

融

市

場

は

堅

調

に

推

移

し

て

い

ま

す

。

株

式

市

場

は

高

値

圏

を

維

持

し

、

信

用

市

場

も

比

較

的

安

定

し

た

状

態

が

続

い

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

そ

の

背

景

に

は

企

業

業

績

や

経

済

成

長

だ

け

で

は

説

明

し

き

れ

な

い

要

因

が

あ

り

ま

す

。

現

在

の

金

融

市

場

は

、

実

体

経

済

以

上

に

強

気

の

評

価

を

受

け

て

い

る

と

見

て

い

ま

す

。

　

最

大

の

要

因

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

禍

以

降

に

各

国

の

中

央

銀

行

が

景

気

下

支

え

の

た

め

世

界

へ

供

給

し

た

大

量

の

資

金

で

す

。

現

在

も

世

界

の

株

式

市

場

や

信

用

市

場

を

支

え

て

い

ま

す

。

相

場

が

下

落

し

て

割

安

感

が

生

じ

れ

ば

買

い

が

入

り

、

信

用

市

場

が

緩

め

ば

、

企

業

や

個

人

が

資

金

を

調

達

し

や

す

く

な

り

、

そ

の

結

果

、

新

た

な

資

金

が

流

入

し

ま

す

。

こ

う

し

た

循

環

が

市

場

全

体

を

支

え

て

い

ま

す

。

　

た

だ

、

資

金

が

豊

富

に

存

在

す

る

こ

と

と

、

投

資

対

象

の

価

値

が

適

正

で

あ

る

こ

と

は

別

問

題

で

す

。

市

場

価

格

の

上

昇

が

必

ず

し

も

健

全

な

成

長

を

反

映

し

て

い

る

と

は

限

り

ま

せ

ん

。

大

量

の

資

金

が

価

格

形

成

に

大

き

な

影

響

を

与

え

る

局

面

で

は

、

金

融

市

場

と

実

体

経

済

の

か

い

離

が

広

が

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

■

Ａ

Ｉ

関

連

投

資

に

過

熱

リ

ス

ク

を

懸

念

　

特

に

注

視

し

て

い

る

の

が

生

成

Ａ

Ｉ

関

連

分

野

へ

の

投

資

で

す

。

生

成

Ａ

Ｉ

ブ

ー

ム

を

背

景

に

、

関

連

企

業

へ

の

資

金

流

入

は

急

速

に

拡

大

し

て

い

ま

す

。

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

か

ら

大

手

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

企

業

ま

で

、

大

型

の

資

金

調

達

が

相

次

い

で

い

ま

す

。

１

社

で

数

十

兆

円

規

模

の

資

金

調

達

も

起

き

て

い

る

と

い

わ

れ

ま

す

。

た

だ

、

急

成

長

分

野

で

は

必

ず

成

功

企

業

と

失

敗

企

業

が

生

ま

れ

ま

す

。

現

在

進

行

し

て

い

る

全

て

の

投

資

案

件

で

、

企

業

や

個

人

が

資

金

を

調

達

し

や

す

く

な

っ

て

も

、

必

ず

し

も

期

待

通

り

の

成

果

を

生

む

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

技

術

革

新

の

ス

ピ

ー

ド

が

速

い

分

野

で

は

競

争

環

境

も

急

速

に

変

化

し

ま

す

。

近

年

は

低

コ

ス

ト

型

Ａ

Ｉ

モ

デ

ル

の

登

場

に

よ

っ

て

参

入

障

壁

が

低

下

し

つ

つ

あ

り

ま

す

。

　

こ

れ

ま

で

高

い

収

益

性

が

期

待

さ

れ

て

い

た

事

業

モ

デ

ル

が

、

想

定

通

り

機

能

し

な

く

な

る

可

能

性

も

あ

り

ま

す

。

市

場

全

体

と

し

て

成

長

が

続

い

た

と

し

て

も

、

個

別

企

業

の

収

益

化

に

は

大

き

な

差

が

生

じ

る

と

み

て

い

ま

す

。

投

資

判

断

に

当

た

っ

て

は

、

Ａ

Ｉ

関

連

と

い

う

だ

け

で

評

価

す

る

の

で

は

な

く

、

収

益

モ

デ

ル

や

競

争

優

位

性

を

慎

重

に

見

極

め

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

■

投

資

フ

ァ

ン

ド

融

資

へ

の

警

戒

必

要

　

警

戒

す

る

の

は

、

投

資

フ

ァ

ン

ド

が

投

資

家

か

ら

集

め

た

資

金

を

企

業

に

直

接

融

資

す

る

「

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

ク

レ

ジ

ッ

ト

市

場

」

で

す

。

こ

の

市

場

は

、

２

０

０

８

年

の

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

後

に

銀

行

の

自

己

資

本

規

制

が

厳

し

く

な

り

、

銀

行

が

リ

ス

ク

の

高

い

企

業

へ

の

融

資

を

減

ら

し

た

こ

と

で

成

長

し

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

投

資

フ

ァ

ン

ド

が

投

資

家

か

ら

集

め

た

資

金

を

企

業

に

貸

し

出

し

、

企

業

が

支

払

う

利

息

を

投

資

家

に

還

元

す

る

仕

組

み

が

広

が

り

ま

し

た

。

つ

ま

り

、

銀

行

を

介

さ

ず

に

、

投

資

家

の

お

金

が

企

業

に

直

接

流

れ

る

市

場

で

す

。

高

い

利

回

り

が

期

待

で

き

る

た

め

、

年

金

基

金

や

保

険

会

社

な

ど

の

機

関

投

資

家

だ

け

で

な

く

、

個

人

投

資

家

に

も

投

資

先

と

し

て

広

が

っ

て

い

ま

す

。

　

現

在

は

解

約

制

限

な

ど

の

仕

組

み

に

よ

っ

て

価

格

変

動

が

抑

え

ら

れ

て

お

り

、

市

場

は

安

定

し

て

い

る

よ

う

に

見

え

ま

す

。

し

か

し

、

そ

れ

は

リ

ス

ク

が

な

く

な

っ

た

こ

と

を

意

味

し

ま

せ

ん

。

市

場

で

の

取

引

が

少

な

い

流

動

性

の

低

い

資

産

に

大

量

の

資

金

が

集

ま

っ

て

い

る

構

図

は

変

わ

っ

て

い

ま

せ

ん

。

市

場

環

境

が

良

好

な

間

は

問

題

が

表

面

化

し

に

く

い

も

の

で

す

。

し

か

し

景

気

後

退

や

信

用

不

安

が

発

生

し

た

場

合

に

は

、

流

動

性

の

低

さ

が

大

き

な

課

題

と

な

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

表

面

上

は

安

定

し

て

い

て

も

、

流

動

性

リ

ス

ク

に

は

十

分

注

意

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

■

経

済

の

持

続

的

成

長

に

技

術

革

新

必

要

　

日

本

経

済

は

デ

フ

レ

脱

却

に

向

か

い

つ

つ

あ

り

ま

す

が

、

実

質

賃

金

の

伸

び

は

依

然

と

し

て

弱

い

状

況

で

す

。

足

元

の

物

価

上

昇

に

つ

い

て

も

、

輸

入

価

格

上

昇

の

影

響

が

大

き

い

と

見

て

い

ま

す

。

株

価

が

上

昇

し

て

い

る

か

ら

と

い

っ

て

、

実

体

経

済

が

同

じ

ペ

ー

ス

で

改

善

し

て

い

る

と

は

限

り

ま

せ

ん

。

消

費

者

態

度

指

数

や

設

備

投

資

、

Ｉ

Ｐ

Ｏ

（

新

規

株

式

公

開

）

、

Ｍ

＆

Ａ

な

ど

幅

広

い

指

標

を

確

認

し

な

が

ら

、

実

体

経

済

の

動

向

を

見

極

め

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

　

金

融

市

場

の

動

き

だ

け

で

な

く

、

生

産

性

向

上

や

技

術

革

新

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

と

い

っ

た

長

期

的

な

課

題

へ

の

対

応

が

、

日

本

経

済

の

将

来

を

左

右

す

る

と

考

え

て

い

ま

す

。
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連

載

初

回

で

は

、

日

米

の

有

権

者

の

間

で

の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

的

な

分

極

化

を

比

較

し

た

。

た

だ

、

分

極

化

や

分

断

は

、

政

策

的

な

考

え

方

で

あ

る

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

だ

け

で

起

き

る

も

の

で

は

な

い

。

も

う

一

つ

の

カ

ギ

は

、

自

分

と

異

な

る

集

団

に

属

す

る

人

々

の

こ

と

が

好

き

か

嫌

い

か

と

い

う

「

感

情

の

分

極

化

」

で

あ

る

。

こ

の

点

に

つ

い

て

、

日

米

の

状

況

を

整

理

す

る

。

【第４回】

※ピュー・リサーチセンターのデ

ータを基に作成

図１　米国における感情的分極化

（対立政党への反感の高まり）

否定的

（ｕｎｆａｖｏｒａｂｌｅ）

非常に否定的

（ｖｅｒｙｕｎｆａｖｏｒａｂｌｅ）

否定的

（ｕｎｆａｖｏｒａｂｌｅ）

非常に否定的

（ｖｅｒｙｕｎｆａｖｏｒａｂｌｅ）

図２　主要政党支持者別にみた自民党への「感情温度」（ＳＭＰＰ２０２５より）

注・政党の並び順は、調査を行った２０２５年１月時点での衆議院での議席数順

　

米

国

社

会

で

感

情

的

分

極

化

が

広

が

っ

て

い

る

こ

と

を

示

す

デ

ー

タ

は

さ

ま

ざ

ま

あ

る

。

た

と

え

ば

、

１

９

５

９

～

�

年

に

実

施

さ

れ

た

調

査

で

は

、

有

権

者

に

対

し

て

「

自

分

の

息

子

や

娘

が

、

対

立

政

党

の

支

持

者

と

結

婚

し

た

ら

ど

う

感

じ

る

か

」

と

尋

ね

た

と

こ

ろ

民

主

党

、

共

和

党

の

親

と

も

、

不

快

（

ｄ

ｉ

ｓ

ｐ

ｌ

ｅ

ａ

ｓ

ｅ

ｄ

）

に

感

じ

る

と

答

え

た

の

は

４

％

に

と

ど

ま

っ

た

。

　

し

か

し

、

２

０

１

０

年

の

調

査

で

は

、

民

主

党

支

持

の

親

の

�

％

、

共

和

党

支

持

の

親

の

�

％

が

、

悲

し

い

（

ｕ

ｎ

ｈ

ａ

ｐ

ｐ

ｙ

）

と

答

え

た

。

　

２

０

２

０

年

の

ア

メ

リ

カ

ン

・

エ

ン

タ

ー

プ

ラ

イ

ズ

研

究

所

の

調

査

で

は

、

ト

ラ

ン

プ

氏

に

否

定

的

な

民

主

党

員

の

約

７

割

が

「

自

分

の

息

子

や

娘

が

、

ト

ラ

ン

プ

支

持

者

と

結

婚

し

た

ら

少

な

く

と

も

あ

る

程

度

は

動

揺

す

る

」

と

回

答

し

た

。

　

ま

た

同

年

の

ア

メ

リ

カ

フ

ァ

ミ

リ

ー

サ

ー

ベ

イ

に

よ

れ

ば

、

同

じ

党

の

支

持

者

と

結

婚

し

て

い

る

ケ

ー

ス

は

�

％

な

の

に

対

し

て

、

民

主

党

支

持

者

と

共

和

党

支

持

者

が

結

婚

し

て

い

る

割

合

は

わ

ず

か

４

％

だ

っ

た

。

　

ピ

ュ

ー

・

リ

サ

ー

チ

セ

ン

タ

ー

の

調

査

で

も

感

情

的

分

極

化

の

進

行

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。

民

主

党

支

持

者

が

共

和

党

、

共

和

党

支

持

者

が

民

主

党

を

そ

れ

ぞ

れ

「

否

定

的

」

に

捉

え

る

人

が

多

い

の

は

不

思

議

で

は

な

い

。

特

徴

的

な

の

は

、

お

互

い

の

政

党

に

「

非

常

に

否

定

的

」

と

答

え

る

人

の

割

合

が

増

え

、

２

０

２

２

年

に

は

１

９

９

４

年

の

３

倍

程

度

に

な

っ

た

。

（

図

１

）

◇

　

で

は

、

日

本

は

ど

う

か

。

さ

ま

ざ

ま

な

調

査

で

、

日

本

で

は

米

国

ほ

ど

の

感

情

的

分

極

化

は

観

察

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た

が

、

状

況

は

少

し

変

化

し

つ

つ

あ

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

　

善

教

将

大

・

関

西

学

院

大

学

教

授

の

調

査

に

よ

る

と

、

２

０

２

４

年

の

兵

庫

県

知

事

選

挙

で

は

、

明

確

に

「

感

情

的

分

極

化

」

が

起

き

て

い

た

。

　

出

直

し

知

事

選

で

勝

利

し

た

斎

藤

元

彦

氏

に

投

票

し

た

有

権

者

は

、

斎

藤

氏

を

支

持

す

る

人

を

強

く

好

む

一

方

で

、

対

立

候

補

の

稲

村

和

美

氏

を

支

持

す

る

人

を

嫌

悪

し

て

い

た

。

逆

に

稲

村

氏

に

投

票

し

た

人

は

、

稲

村

氏

を

支

持

す

る

人

を

強

く

好

ま

し

く

思

う

一

方

で

、

斎

藤

氏

を

支

持

す

る

人

を

嫌

悪

し

て

い

た

。

第

三

位

の

候

補

者

に

対

し

て

は

、

斎

藤

支

持

者

も

稲

村

支

持

者

も

、

好

悪

の

強

い

感

情

は

示

さ

な

か

っ

た

。

　

感

情

的

分

極

化

が

進

ん

だ

背

景

に

は

、

テ

レ

ビ

な

ど

が

斎

藤

知

事

の

「

パ

ワ

ハ

ラ

」

「

告

発

者

へ

の

対

応

」

な

ど

を

争

点

と

捉

え

批

判

的

な

報

道

を

す

る

一

方

、

反

発

す

る

人

た

ち

の

見

方

が

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

広

が

っ

た

影

響

も

あ

る

と

み

ら

れ

て

い

る

。

　

国

レ

ベ

ル

の

各

政

党

へ

の

「

感

情

温

度

（

好

感

度

）

」

は

ど

う

か

。

ス

マ

ー

ト

ニ

ュ

ー

ス

・

メ

デ

ィ

ア

価

値

観

全

国

調

査

（

Ｓ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

調

査

）

で

は

、

政

党

に

対

す

る

好

感

度

、

政

党

の

支

持

者

同

士

の

好

感

度

に

つ

い

て

も

調

査

し

て

い

る

。

政

党

に

対

す

る

好

感

度

と

支

持

者

同

士

の

好

感

度

に

大

き

な

違

い

が

見

ら

れ

な

か

っ

た

た

め

、

自

民

党

に

対

す

る

各

政

党

の

支

持

者

別

に

み

た

好

感

度

を

示

す

。

（

図

２

）

　

調

査

は

、

２

０

２

５

年

１

月

～

３

月

に

実

施

し

、

０

点

（

と

て

も

嫌

い

）

か

ら

�

点

（

と

て

も

好

き

）

の

�

点

法

で

測

定

し

た

。

立

憲

民

主

党

支

持

者

以

上

に

、

国

民

民

主

党

、

参

政

党

、

日

本

保

守

党

支

持

者

な

ど

の

間

で

自

民

党

を

「

と

て

も

嫌

い

」

と

感

じ

る

人

の

割

合

が

高

い

。

　

各

政

党

ご

と

の

表

を

載

せ

る

紙

幅

は

な

い

が

、

こ

の

時

点

の

調

査

で

、

立

憲

民

主

党

支

持

者

の

�

％

が

公

明

党

を

、

公

明

党

支

持

者

の

�

％

が

立

憲

民

主

党

を

、

そ

れ

ぞ

れ

「

と

て

も

嫌

い

」

と

し

て

い

た

。

◇

　

近

年

、

政

治

学

で

は

特

定

の

政

党

に

対

す

る

強

い

嫌

悪

や

反

発

を

指

す

「

否

定

的

党

派

性

」

に

も

注

目

が

集

ま

っ

て

い

る

。

秦

正

樹

・

大

阪

経

済

大

学

准

教

授

は

、

�

年

参

院

選

と

�

年

衆

院

選

時

に

否

定

的

党

派

性

に

つ

い

て

調

査

し

た

。

　

そ

の

結

果

、

主

に

�

、

�

代

ぐ

ら

い

ま

で

の

世

代

で

、

中

道

改

革

連

合

へ

の

否

定

的

党

派

性

が

強

か

っ

た

と

い

う

。

た

だ

、

�

年

参

院

選

時

点

で

は

、

全

世

代

的

に

立

憲

民

主

党

の

否

定

的

党

派

性

は

さ

ほ

ど

強

く

は

な

く

、

公

明

党

は

強

く

否

定

的

に

見

ら

れ

て

い

た

。

　

秦

准

教

授

の

分

析

に

よ

れ

ば

、

中

道

改

革

連

合

へ

の

否

定

的

な

認

識

は

、

主

に

公

明

党

に

対

す

る

否

定

的

党

派

性

が

反

映

さ

れ

た

こ

と

に

よ

る

も

の

で

あ

り

、

逆

に

自

民

党

に

対

す

る

否

定

的

党

派

性

は

、

�

年

参

院

選

時

に

比

べ

て

、

�

年

衆

院

選

で

は

（

主

に

若

い

世

代

で

）

大

幅

に

減

少

（

改

善

）

し

た

。

　

秦

准

教

授

は

、

こ

の

「

否

定

的

党

派

性

」

が

、

今

年

の

衆

院

選

で

の

中

道

改

革

連

合

の

敗

因

を

理

解

す

る

重

要

な

視

座

だ

と

考

え

て

い

る

。
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健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

５

月

�

日

、

「

『

休

み

方

』

と

ワ

ー

ク

・

エ

ン

ゲ

イ

ジ

メ

ン

ト

の

関

係

性

～

答

え

は

、

働

き

が

い

を

高

め

る

『

休

み

方

』

に

」

を

テ

ー

マ

に

定

例

セ

ミ

ナ

ー

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

　健康いきいき職場づ

くりフォーラム（事務

局＝日本生産性本部）

は６月�日、「ＡＩ時代

の働きがい～ジョブ・

クラフティングを起点

として」をテーマとす

るティータイムセミナ

ーをオンラインで開催

した。

　冒頭、本間友貴・日

本生産性本部ＩＣＴ・

ヘルスケア推進部主任

研究員は、「生成ＡＩ

をはじめとする技術の

進化に伴い、働き方は

変容を迫られている。

本セミナーでは、技術

を生かして働きがいの

向上につながる可能性

について、近年注目を

集めるジョブ・クラフ

ティングをキー概念

に、技術進化と働きがいの今

後について考えていきたい」

と述べた。

　次いで、高尾義明・京都産業

大学経営学部教授が「ＡＩの

導入が働きがいに与える影響

～ジョブ・クラフティングに

注目して」をテーマに話題提

供を行った。

　高尾氏は、ジョブ・クラフテ

ィングを「働く人たち一人ひ

とりが、自らの仕事経験を自

分にとってよりよいものにす

るために、主体的に仕事その

ものや仕事に関係する人との

かかわり方に変化を加えてい

くプロセス」と定義したうえ

で、文献レビューから得られ

た知見として、ＡＩの導入を

挑戦の機会ととらえるほどジ

ョブ・クラフティングが増加

することや、従業員のＡＩに

関する知識に加えて、リーダ

ーのＡＩへのコミットメン

ト、組織によるＡＩサポート

などもジョブ・クラフティン

グへの影響を左右することな

どを指摘した。

　また、企業の従業員に対す

るアンケート調査の結果など

を踏まえると、ＡＩの導入は

ＡＩを活用したジョブ・クラ

フティング（ＧＡＩクラフテ

ィング）の創発も促すが、そ

れを促進するカギは生成ＡＩ

に親しむことと上司のコミッ

トメントにあることや、生成

ＡＩに関するクラフティング

はワーク・エンゲージメント

を高める効果を持つものの、

行き過ぎたクラフティングの

実践から生じうる落とし穴

（関係性の希薄化）には目配

りが必要であることなどにも

触れた。

　

「

働

き

方

の

中

の

よ

い

〝

休

み

方

〟

～

制

度

・

実

践

・

理

論

か

ら

考

え

る

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

梅

崎

修

・

法

政

大

学

キ

ャ

リ

ア

デ

ザ

イ

ン

学

部

教

授

は

、

「

あ

え

て

一

人

に

な

る

」

と

い

う

「

積

極

的

切

断

」

の

重

要

性

を

強

調

し

た

。

　

「

積

極

的

切

断

」

の

機

能

と

し

て

は

、

「

マ

イ

ン

ド

フ

ル

ネ

ス

」

「

マ

イ

ン

ド

ワ

ン

ダ

リ

ン

グ

」

「

コ

ン

テ

ン

プ

ラ

チ

オ

」

の

三

つ

を

紹

介

し

た

。

　

「

マ

イ

ン

ド

フ

ル

ネ

ス

」

は

、

今

こ

の

瞬

間

の

自

身

の

精

神

状

態

に

深

く

意

識

を

向

け

る

こ

と

、

ま

た

そ

の

た

め

に

行

わ

れ

る

瞑

想

（

ス

ト

レ

ス

軽

減

、

予

期

的

不

安

の

軽

減

）

を

意

味

す

る

こ

と

、

「

マ

イ

ン

ド

ワ

ン

ダ

リ

ン

グ

」

は

、

自

分

の

意

思

で

よ

い

ア

イ

デ

ア

を

出

す

と

い

う

の

で

は

な

く

、

考

え

が

熟

し

て

自

然

に

出

て

く

る

の

を

待

つ

と

い

っ

た

状

態

の

段

階

で

あ

る

こ

と

、

「

コ

ン

テ

ン

プ

ラ

チ

オ

」

は

、

日

常

生

活

の

あ

ら

ゆ

る

心

づ

か

い

や

関

心

を

離

れ

、

小

さ

な

自

我

を

抜

け

出

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

世

界

を

あ

る

が

ま

ま

に

眺

め

、

そ

の

創

り

主

に

触

れ

る

こ

と

だ

と

説

明

し

た

。

　

「

疲

れ

る

前

に

立

ち

止

ま

る

～

心

と

身

体

を

回

復

さ

せ

る

休

み

方

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

佐

々

木

那

津

・

東

京

大

学

大

学

院

医

学

系

研

究

科

精

神

保

健

学

分

野

准

教

授

は

、

休

息

は

「

疲

労

後

の

処

置

」

で

は

な

く

、

「

疲

労

前

の

設

計

」

だ

と

指

摘

。

十

分

な

回

復

が

あ

っ

て

初

め

て

「

活

力

・

熱

意

・

没

頭

」

は

持

続

す

る

が

、

回

復

が

十

分

で

な

い

と

翌

日

の

ワ

ー

ク

・

エ

ン

ゲ

イ

ジ

メ

ン

ト

は

低

下

す

る

こ

と

や

、

休

息

の

４

要

素

（

心

理

的

距

離

、

リ

ラ

ッ

ク

ス

、

熟

達

、

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

）

を

意

識

し

て

休

日

に

組

み

込

む

こ

と

が

重

要

と

述

べ

た

。

　

ま

た

、

仕

事

か

ら

離

れ

る

に

は

意

志

で

は

な

く

仕

組

み

が

必

要

で

あ

り

、

「

休

め

る

文

化

」

は

制

度

だ

け

で

は

な

く

、

上

司

の

行

動

や

日

常

の

仕

組

み

か

ら

生

ま

れ

る

の

で

、

組

織

が

「

休

め

る

設

計

」

を

す

る

こ

と

で

個

人

を

支

え

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

と

し

た

。

　

三

菱

地

所

エ

リ

ア

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

事

業

部

の

担

当

者

は

、

同

社

が

２

０

２

５

年

か

ら

進

め

て

い

る

「

シ

ェ

ア

休

養

室

と

ま

り

木

」

事

業

の

内

容

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

　

同

サ

ー

ビ

ス

は

、

契

約

企

業

の

従

業

員

が

業

務

時

間

内

に

お

い

て

、

体

調

不

良

時

に

休

む

た

め

の

「

休

養

室

」

と

、

労

働

生

産

性

を

向

上

す

る

た

め

の

「

チ

ャ

ー

ジ

機

能

」

を

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

内

で

提

供

す

る

も

の

。

チ

ャ

ー

ジ

機

能

と

し

て

は

、

短

時

間

（

原

則

�

分

）

で

の

機

器

を

使

っ

た

仮

眠

や

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

ほ

か

、

常

駐

す

る

パ

ー

ソ

ナ

ル

ト

レ

ー

ナ

ー

の

指

導

に

よ

る

ス

ト

レ

ッ

チ

等

が

あ

り

、

利

用

者

（

従

業

員

）

が

体

の

状

態

に

あ

わ

せ

選

択

し

た

メ

ニ

ュ

ー

に

よ

っ

て

疲

労

回

復

や

活

力

ア

ッ

プ

を

図

る

。

　

そ

の

後

、

登

壇

者

に

よ

る

パ

ネ

ル

討

議

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

５

月

�

日

、

第

�

期

「

経

済

情

勢

懇

話

会

」

の

５

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

　

当

日

は

、

成

蹊

学

園

学

園

長

の

江

川

雅

子

氏

が

、

コ

ー

ポ

レ

ー

ト

・

ガ

バ

ナ

ン

ス

の

研

究

や

複

数

の

上

場

企

業

で

の

社

外

取

締

役

の

経

験

、

東

京

大

学

や

成

蹊

学

園

の

役

員

と

し

て

の

経

営

の

経

験

な

ど

を

踏

ま

え

、

「

独

立

社

外

取

締

役

の

役

割

と

取

締

役

会

の

実

効

性

向

上

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

。

　

江

川

氏

は

ま

ず

、

日

本

の

コ

ー

ポ

レ

ー

ト

・

ガ

バ

ナ

ン

ス

改

革

を

振

り

返

っ

て

、

取

締

役

会

の

変

化

（

独

立

社

外

取

締

役

の

増

加

と

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

向

上

、

取

締

役

会

の

議

論

の

活

性

化

と

監

督

機

能

の

強

化

）

、

株

主

に

対

す

る

経

営

者

の

姿

勢

の

変

化

（

株

主

総

会

の

活

性

化

、

株

主

と

の

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

、

株

主

還

元

の

増

加

等

）

、

政

策

保

有

株

式

の

売

却

、

株

式

報

酬

や

業

績

連

動

報

酬

の

導

入

等

、

機

関

設

計

の

多

様

化

（

監

査

等

委

員

会

設

置

会

社

の

急

増

、

任

意

の

指

名

・

報

酬

委

員

会

の

増

加

）

、

独

立

社

外

取

締

役

を

選

任

す

る

上

場

企

業

の

割

合

の

増

加

、

株

主

総

会

の

変

化

（

株

主

提

案

の

増

加

、

議

決

権

行

使

の

厳

格

化

等

）

な

ど

が

み

ら

れ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

　

独

立

社

外

取

締

役

の

役

割

に

つ

い

て

は

、

自

身

が

行

っ

た

調

査

研

究

を

も

と

に

、

日

本

企

業

の

社

外

取

締

役

は

助

言

機

能

、

米

国

企

業

の

社

外

取

締

役

は

監

督

機

能

を

重

視

す

る

傾

向

が

あ

る

と

説

明

。

米

国

企

業

で

は

取

締

役

会

以

外

の

活

動

時

間

が

長

い

こ

と

、

米

国

企

業

の

社

外

取

締

役

は

強

い

当

事

者

意

識

を

持

ち

、

自

ら

企

業

価

値

を

向

上

さ

せ

る

提

案

・

活

動

を

行

う

こ

と

な

ど

を

指

摘

し

た

。

　

ま

た

、

取

締

役

会

の

実

効

性

向

上

に

向

け

て

は

、

議

題

は

数

を

絞

り

込

み

、

重

要

な

議

題

に

時

間

を

か

け

、

独

立

取

締

役

の

意

見

を

反

映

し

、

年

間

計

画

を

立

て

る

こ

と

や

、

事

務

局

機

能

を

強

化

す

る

こ

と

（

わ

か

り

や

す

い

会

議

資

料

の

準

備

、

ト

ッ

プ

と

の

意

思

疎

通

、

法

務

・

会

計

・

ガ

バ

ナ

ン

ス

等

専

門

性

の

高

い

人

材

配

置

等

）

、

議

長

は

自

由

に

意

見

が

言

え

る

雰

囲

気

を

つ

く

る

役

割

を

担

う

こ

と

な

ど

を

挙

げ

た

。

　

加

え

て

社

外

取

締

役

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

（

取

締

役

会

資

料

の

早

期

配

布

・

事

前

説

明

、

工

場

・

研

究

所

・

営

業

所

な

ど

現

場

の

視

察

、

社

内

会

議

へ

の

参

加

、

社

員

や

執

行

役

員

と

の

交

流

、

研

修

な

ど

へ

の

参

加

等

）

や

、

Ｃ

Ｅ

Ｏ

選

解

任

は

ガ

バ

ナ

ン

ス

の

要

諦

で

あ

り

、

社

外

取

締

役

を

中

心

に

客

観

的

、

中

立

的

な

議

論

を

行

う

こ

と

が

望

ま

し

い

と

指

摘

。

取

締

役

会

の

監

督

機

能

に

つ

い

て

は

、

社

外

取

締

役

の

数

と

質

の

向

上

、

指

名

委

員

会

の

権

限

の

強

化

、

独

立

取

締

役

の

連

携

と

独

立

性

の

強

化

が

重

要

で

あ

る

こ

と

も

説

明

し

た

。

　

今

後

の

課

題

に

つ

い

て

は

、

ガ

バ

ナ

ン

ス

改

革

は

進

ん

だ

が

、

日

本

企

業

の

業

績

や

市

場

で

の

評

価

に

結

び

付

い

て

い

な

い

の

で

、

「

稼

ぐ

力

」

を

強

化

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

を

強

調

。

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

見

直

し

の

不

足

・

設

備

投

資

や

Ｉ

Ｔ

投

資

の

不

足

・

人

材

へ

の

投

資

の

不

足

・

経

営

人

材

の

不

足

な

ど

の

経

営

そ

の

も

の

の

課

題

に

加

え

て

、

資

本

効

率

の

向

上

（

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

見

直

し

等

に

よ

る

企

業

価

値

向

上

）

、

取

締

役

会

の

監

督

機

能

の

強

化

、

中

核

人

材

及

び

取

締

役

会

の

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

、

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

へ

の

取

り

組

み

と

情

報

開

示

を

挙

げ

た

。

そ

の

上

で

、

取

締

役

会

の

実

効

性

向

上

の

た

め

に

は

ト

ッ

プ

の

姿

勢

が

重

要

で

あ

り

、

社

外

取

締

役

は

強

い

当

事

者

意

識

と

責

任

感

を

持

つ

こ

と

が

重

要

だ

と

強

調

し

た

。
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北

海

道

か

ら

沖

縄

ま

で

「

七

輪

焼

肉

　

安

安

」

を

１

５

８

店

舗

（

直

営

１

４

３

店

舗

、

Ｆ

Ｃ

�

店

舗

）

展

開

す

る

富

士

達

。

原

材

料

費

や

人

件

費

の

上

昇

が

続

く

中

、

「

同

量

な

ら

他

社

よ

り

安

い

」

を

掲

げ

、

価

格

と

品

質

の

両

立

を

追

求

す

る

。

炭

火

七

輪

へ

の

こ

だ

わ

り

や

店

舗

づ

く

り

の

内

製

化

、

人

材

育

成

な

ど

現

場

を

重

視

し

た

経

営

で

成

長

を

続

け

る

同

社

。

そ

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

川

上

富

達

社

長

に

話

を

聞

い

た

。

【

第

６

回

】

「

同

量

な

ら

他

社

よ

り

安

い

」

を

掲

げ

、

現

場

主

義

の

経

営

を

貫

く

川

上

富

達

社

長

販

促

物

の

多

く

を

社

内

で

制

作

・

印

刷

。

小

さ

な

改

善

の

積

み

重

ね

が

価

格

競

争

力

を

支

え

る

全

店

舗

で

炭

火

七

輪

を

採

用

。

焼

く

環

境

へ

の

こ

だ

わ

り

が

お

い

し

さ

を

支

え

て

い

る

七輪焼肉安安

■

安

さ

へ

の

執

念

　

原

材

料

費

や

人

件

費

の

上

昇

が

続

く

中

で

も

、

富

士

達

は

「

同

量

な

ら

他

社

よ

り

安

い

」

と

い

う

価

値

提

供

を

貫

い

て

い

る

。

　

近

年

は

原

材

料

価

格

の

高

騰

が

続

い

て

い

る

。

こ

う

し

た

環

境

下

で

も

、

同

社

は

複

数

社

か

ら

の

相

見

積

も

り

や

先

買

い

、

産

地

分

散

な

ど

を

徹

底

。

仕

入

れ

コ

ス

ト

の

抑

制

と

安

定

調

達

の

両

立

を

図

っ

て

い

る

。

　

商

品

構

成

も

柔

軟

に

見

直

し

、

ホ

ル

モ

ン

類

の

強

化

な

ど

を

進

め

る

こ

と

で

価

格

競

争

力

を

維

持

し

て

い

る

。

　

川

上

富

達

社

長

は

「

お

客

さ

ま

に

喜

ん

で

い

た

だ

け

る

価

格

を

守

る

こ

と

が

企

業

努

力

の

原

点

」

と

語

る

。

■

炭

火

に

こ

だ

わ

る

　

富

士

達

が

展

開

す

る

「

七

輪

焼

肉

　

安

安

」

は

、

全

店

舗

で

炭

火

七

輪

を

使

用

し

て

い

る

。

ガ

ス

ロ

ー

ス

タ

ー

を

採

用

す

る

焼

肉

チ

ェ

ー

ン

が

増

え

る

中

、

同

社

は

創

業

以

来

、

炭

火

に

よ

る

焼

肉

に

こ

だ

わ

り

続

け

て

き

た

。

　

店

舗

で

は

網

面

積

を

広

げ

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

新

型

七

輪

へ

の

切

り

替

え

を

進

め

る

と

と

も

に

、

高

品

質

な

丸

炭

の

導

入

を

拡

大

し

て

い

る

。

　

川

上

社

長

は

「

焼

く

環

境

そ

の

も

の

が

重

要

」

と

し

、

目

立

た

な

い

部

分

へ

の

投

資

を

続

け

て

い

る

。

■

立

地

と

内

製

化

　

店

舗

開

発

で

は

「

一

等

駅

の

二

等

地

」

を

基

本

戦

略

に

据

え

る

。

都

市

部

で

は

集

客

力

と

賃

料

負

担

の

バ

ラ

ン

ス

を

重

視

し

、

沖

縄

な

ど

車

社

会

の

地

域

で

は

駐

車

場

確

保

を

優

先

し

て

い

る

。

　

店

舗

工

事

は

可

能

な

限

り

内

製

化

し

て

い

る

。

施

工

や

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

が

し

や

す

い

工

法

を

採

用

し

な

が

ら

、

初

期

投

資

の

抑

制

と

工

期

短

縮

を

実

現

し

て

い

る

。

　

全

国

で

店

舗

を

展

開

す

る

現

在

も

、

川

上

社

長

は

新

店

舗

の

出

店

時

に

は

必

ず

現

場

に

立

つ

。

工

具

を

手

に

内

装

工

事

を

行

い

、

自

ら

店

舗

づ

く

り

に

関

わ

る

。

　

店

頭

ポ

ス

タ

ー

な

ど

販

促

物

の

多

く

も

社

内

で

制

作

・

印

刷

す

る

。

小

さ

な

改

善

の

積

み

重

ね

が

価

格

競

争

力

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

■

人

材

育

成

と

Ｄ

Ｘ

　

川

上

社

長

は

焼

肉

業

界

に

入

る

前

、

牛

丼

チ

ェ

ー

ン

で

�

年

間

勤

務

し

た

経

験

を

持

つ

。

そ

の

経

験

は

店

舗

運

営

や

人

材

育

成

に

も

生

か

さ

れ

て

い

る

。

　

採

用

で

は

年

齢

や

経

歴

だ

け

で

判

断

せ

ず

、

実

際

に

働

き

な

が

ら

相

互

理

解

を

深

め

る

考

え

方

を

重

視

す

る

。

育

成

面

で

は

権

限

移

譲

を

進

め

、

現

場

の

判

断

を

尊

重

し

て

い

る

。

　

Ｄ

Ｘ

に

も

積

極

的

だ

。

客

自

身

の

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

で

注

文

す

る

シ

ス

テ

ム

へ

の

切

り

替

え

を

進

め

、

コ

ス

ト

削

減

に

つ

な

げ

る

。

　

「

同

量

な

ら

他

社

よ

り

安

い

」

。

そ

の

言

葉

を

実

現

す

る

た

め

に

、

川

上

社

長

は

今

日

も

現

場

を

歩

く

。

工

具

を

手

に

店

舗

を

つ

く

り

、

人

を

育

て

、

改

善

を

重

ね

る

。

現

場

で

積

み

重

ね

る

改

善

こ

そ

が

、

１

５

８

店

舗

を

支

え

る

競

争

力

の

源

泉

と

な

っ

て

い

る

。

�世紀臨調は、「新発足総会」

を開催し、正式に新体制が

発足した（２００３年７月４日）。

■

第

２

期

は

共

同

代

表

制

　

�

世

紀

臨

調

会

長

・

亀

井

正

夫

が

死

去

し

た

�

年

は

、

民

間

政

治

臨

調

発

足

か

ら

�

年

目

の

節

目

。

こ

れ

ま

で

の

政

治

改

革

運

動

の

成

果

と

誤

算

を

総

括

し

つ

つ

、

新

し

い

国

民

運

動

を

立

ち

上

げ

直

す

べ

き

時

期

を

迎

え

て

い

た

。

　

�

世

紀

臨

調

は

�

年

６

月

�

日

、

政

治

改

革

に

取

り

組

む

体

制

を

立

ち

上

げ

る

こ

と

を

宣

言

し

た

。

新

た

な

�

世

紀

臨

調

（

第

２

期

）

は

４

人

の

共

同

代

表

制

。

東

京

大

学

総

長

・

佐

々

木

毅

、

キ

ッ

コ

ー

マ

ン

社

長

・

茂

木

友

三

郎

、

早

稲

田

大

学

教

授

（

前

三

重

県

知

事

）

・

北

川

正

恭

、

国

際

基

督

教

大

学

教

授

・

西

尾

勝

は

共

同

代

表

と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

抱

負

を

述

べ

た

。

　

「

脱

官

僚

」

（

民

権

の

確

立

と

責

任

あ

る

政

治

主

導

体

制

の

構

築

）

、

「

脱

無

党

派

」

（

政

党

の

立

て

直

し

）

、

「

脱

中

央

集

権

」

（

生

活

者

・

地

域

主

役

の

新

し

い

国

づ

く

り

）

を

旗

印

に

掲

げ

、

そ

の

下

に

政

治

改

革

を

求

め

る

各

界

有

志

を

再

結

集

す

る

方

針

を

明

示

し

た

。

■

「

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

」

突

破

口

に

　

当

面

の

目

標

と

し

て

、

①

次

の

総

選

挙

を

目

標

に

「

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

」

を

導

入

し

、

こ

れ

を

突

破

口

と

し

て

選

挙

か

ら

政

党

の

立

て

直

し

を

目

指

す

、

②

そ

の

た

め

に

も

国

民

各

界

や

超

党

派

議

員

と

連

携

し

、

強

力

な

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

推

進

運

動

を

展

開

す

る

、

③

改

革

派

の

知

事

、

市

長

を

結

集

し

、

地

方

分

権

改

革

を

推

進

。

地

域

か

ら

政

策

発

信

を

行

い

、

日

本

の

政

治

・

社

会

の

仕

組

み

を

改

革

す

る

、

④

国

民

と

政

治

と

の

関

係

を

再

構

築

し

、

政

治

に

携

わ

る

人

材

の

育

成

や

政

策

支

援

な

ど

新

し

い

貢

献

手

段

を

検

討

す

る

方

針

が

公

表

さ

れ

た

。

　

�

世

紀

臨

調

は

７

月

４

日

、

都

内

で

「

新

発

足

総

会

」

を

開

催

し

、

正

式

に

新

体

制

が

発

足

。

意

思

決

定

機

関

で

あ

る

幹

事

会

は

４

人

の

共

同

代

表

に

加

え

、

副

代

表

に

就

任

し

た

岩

手

県

知

事

・

増

田

寬

也

、

資

生

堂

社

長

・

池

田

守

男

、

連

合

事

務

局

長

・

草

野

忠

義

、

電

通

顧

問

・

福

川

伸

次

、

主

査

に

就

任

し

た

慶

應

義

塾

大

学

教

授

・

曽

根

泰

教

、

政

策

研

究

大

学

院

大

学

教

授

・

飯

尾

潤

の

計

�

人

で

編

成

さ

れ

た

。

　

さ

ら

に

、

新

発

足

総

会

で

確

認

さ

れ

た

運

動

目

標

を

具

体

化

す

る

た

め

、

「

政

治

構

造

改

革

会

議

」

「

政

治

イ

ン

フ

ラ

創

造

会

議

」

「

生

活

者

起

点

推

進

会

議

」

「

知

事

・

市

長

連

合

会

議

」

と

い

う

四

つ

の

会

議

体

が

編

成

さ

れ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）

／

『

平

成

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

』

（

講

談

社

、

２

０

１

３

年

）
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松

方

正

彦

（

ま

つ

か

た

・

ま

さ

ひ

こ

）

　

早

稲

田

大

学

理

工

学

術

院

教

授

　

早

稲

田

大

学

大

学

院

理

工

学

研

究

科

卒

（

工

学

博

士

）

。

石

油

学

会

賞

な

ど

受

賞

。

研

究

対

象

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

技

術

、

ゼ

オ

ラ

イ

ト

を

用

い

た

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

実

現

の

研

究

、

触

媒

、

分

離

膜

な

ど

。

　化学産業とカーボンニュートラル研究の第一人

者、早稲田大学理工学術院教授の松方正彦氏にナ

フサ供給逼迫の影響と今後の展望について聞い

た。

　――今回の供給不安はどのような問題を引き起

こしたのか。

　「有機化学製品の大半はナフサを出発原料にし

ている。プラスチックや合成繊維、溶剤など、私

たちの生活を支える多くの製品がナフサ由来だ。

原油には先物市場や国家備蓄があるが、ナフサ市

場は比較的スポット取引中心。シンガポール市場

などで日々価格が決まり、企業が調達する。日本

国内の製油所から供給されるナフサは全需要の３

～４割程度で、残りは輸入に依存している。その

ためホルムズ海峡が機能不全になると大きな影響

を受けた」

　「政府はナフサそのものについて中東以外から

の調達で約８割を確保できると説明していたが、

逆に言えば２割不足する可能性が残った。さらに

市場では買いだめや在庫抱え込みが起こりやす

く、実際以上に『物がない』という心理的な目詰

まりが発生した」

　――石油化学プラントの操業への影響は。

　「最も懸念されたのはナフサからプラスチック

やゴム、繊維の原料を作るナフサクラッカーの停

止だ。国内クラッカーの稼働率は危機前から６～

７割程度だが、供給量が一定以下になると操業停

止の判断を迫られる。一度停止すると再稼働には

設備の清掃や調整が必要で、再稼働から製品が市

場に出るまで、少なくとも１カ月以上の時間を要

する。短期間で元に戻せるものではない」

　「中東以外から調達すれ

ば輸送費も本体価格も上昇

する。ホルムズ海峡が開放

されても、高値で仕入れた

在庫が残っているため価格

はしばらく下がらないだろ

う。調達分散を維持するに

は、社会全体で一定のコス

ト増を受け入れる覚悟が必

要だ」

　――今回の危機を教訓に

カーボンニュートラルへの

転換は進むか。

　「化学産業の場合、『脱

炭素』というより『炭素循

環』と表現する方が正確

だ。化学製品には炭素が必

要で、問題は炭素をどこか

ら持ってくるか。将来的な

選択肢は大きく三つで、廃棄物や使用済みプラス

チック、バイオマス、そしてＣＯ
２
になる」

　「私たちの研究室でも、ＣＯ
２
からメタノールを

合成し、さらにエチレンやプロピレンへ転換する

技術やＣＯ
２
から直接炭化水素を作る研究を進め

ている。使用済みプラスチックを原料に戻すケミ

カルリサイクルや省エネルギー化を実現する分離

膜技術の開発にも力を入れている」

　――今後取るべき対応は。

　「短期的には高コストでもナフサを確保し、ク

ラッカー停止を回避することが最優先。一方で中

長期的には、国内で炭素循環が成立する化学産業

を構築することこそが真の経済安全保障になる。

結局のところ、地政学リスクへの対応もカーボン

ニュートラル化も共通の課題がある。それは『誰

がコストを負担するのか』という問題。政府、産

業界、研究者、そして国民が同じ方向を向き、費

用負担と便益を共有できる仕組みを作れるかが成

功の鍵になる」

出所：内閣府月例経済報告から転載

■

石

油

化

学

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

に

迫

っ

た

減

産

　

６

月

上

旬

、

京

浜

工

業

地

帯

に

あ

る

石

油

化

学

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

。

銀

色

の

蒸

留

塔

や

原

料

を

化

学

反

応

さ

せ

る

反

応

設

備

が

並

び

、

無

数

の

配

管

が

敷

地

内

を

走

る

。

ホ

ル

ム

ズ

海

峡

閉

鎖

か

ら

４

カ

月

、

昼

夜

を

問

わ

ず

稼

働

す

る

プ

ラ

ン

ト

の

裏

側

で

、

ナ

フ

サ

不

足

へ

の

警

戒

感

が

高

ま

っ

て

い

た

。

　

ナ

フ

サ

供

給

の

約

４

割

は

国

内

生

産

で

賄

う

が

、

ナ

フ

サ

精

製

に

必

要

な

原

油

の

９

割

以

上

は

中

東

産

だ

。

さ

ら

に

国

内

で

賄

え

な

い

分

は

中

東

か

ら

輸

入

し

て

き

た

。

ナ

フ

サ

は

原

油

と

異

な

り

国

家

備

蓄

制

度

が

な

く

、

当

時

の

在

庫

は

民

間

が

保

有

す

る

約

�

日

分

に

と

ど

ま

っ

て

い

た

。

石

油

化

学

業

界

で

は

原

料

確

保

を

最

優

先

と

す

る

対

応

が

始

ま

っ

て

い

た

。

限

ら

れ

た

ナ

フ

サ

を

ど

の

製

品

に

振

り

向

け

る

か

、

生

産

計

画

の

見

直

し

を

迫

ら

れ

る

企

業

も

出

た

。

　

ナ

フ

サ

不

足

が

深

刻

視

さ

れ

た

の

は

、

そ

の

役

割

の

大

き

さ

に

あ

る

。

ナ

フ

サ

は

原

油

を

精

製

し

て

得

ら

れ

る

石

油

化

学

産

業

の

基

礎

原

料

。

エ

チ

レ

ン

や

プ

ロ

ピ

レ

ン

な

ど

の

基

礎

化

学

品

を

生

み

出

す

出

発

点

と

な

る

。

日

本

の

製

造

業

全

体

を

支

え

る

「

産

業

の

血

液

」

と

も

い

え

る

存

在

だ

。

■

供

給

網

を

襲

っ

た

連

鎖

的

影

響　

ナ

フ

サ

を

精

製

す

る

川

上

で

生

産

が

落

ち

れ

ば

、

そ

の

影

響

は

素

材

を

製

造

す

る

川

中

へ

と

連

鎖

す

る

。

自

動

車

メ

ー

カ

ー

が

使

用

す

る

樹

脂

部

品

、

家

電

製

品

の

外

装

材

、

食

品

包

装

用

フ

ィ

ル

ム

、

物

流

で

使

わ

れ

る

梱

包

資

材

な

ど

幅

広

い

分

野

で

供

給

不

足

に

よ

る

価

格

上

昇

が

発

生

。

川

下

の

自

動

車

や

家

電

な

ど

最

終

商

品

へ

転

嫁

さ

れ

る

。

　

影

響

は

消

費

者

の

日

常

生

活

に

も

及

ぶ

。

　

ス

ー

パ

ー

の

棚

に

並

ぶ

弁

当

や

総

菜

、

飲

料

、

冷

凍

食

品

の

多

く

は

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

容

器

や

包

装

材

を

使

用

し

て

い

る

。

ナ

フ

サ

由

来

の

素

材

価

格

が

上

が

り

、

そ

れ

ら

の

コ

ス

ト

も

上

昇

。

ナ

フ

サ

不

足

は

物

価

全

体

を

押

し

上

げ

る

要

因

に

な

り

得

る

。

一

方

、

ナ

フ

サ

不

足

の

影

響

で

菓

子

メ

ー

カ

ー

の

袋

の

一

部

が

白

黒

印

刷

と

な

り

、

ナ

フ

サ

由

来

の

資

材

が

届

か

ず

建

築

工

事

が

遅

れ

る

現

場

も

出

て

き

た

。

■

輸

出

競

争

力

低

下

を

懸

念

　

経

済

へ

の

波

及

も

無

視

で

き

な

い

。

石

油

化

学

メ

ー

カ

ー

は

装

置

産

業

で

あ

り

、

巨

大

設

備

を

高

い

稼

働

率

で

運

転

す

る

こ

と

で

収

益

を

確

保

し

て

い

る

。

原

料

不

足

に

よ

っ

て

設

備

稼

働

率

が

低

下

す

れ

ば

、

生

産

量

の

減

少

だ

け

で

な

く

収

益

性

そ

の

も

の

が

悪

化

す

る

。

そ

の

停

滞

は

輸

出

競

争

力

の

低

下

や

経

済

成

長

率

を

押

し

下

げ

る

要

因

に

も

な

り

か

ね

な

い

。

　

６

月

�

日

、

米

国

と

イ

ラ

ン

が

戦

闘

終

結

に

向

け

覚

書

に

署

名

し

た

。

し

か

し

、

直

ち

に

物

流

が

攻

撃

前

の

状

況

に

は

戻

ら

な

い

。

原

油

の

安

定

供

給

が

い

つ

か

ら

始

ま

る

か

、

不

透

明

感

は

依

然

と

し

て

強

い

。

◇

　

ホ

ル

ム

ズ

海

峡

危

機

が

突

き

つ

け

た

の

は

、

日

本

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

需

給

構

造

の

脆

弱

性

だ

っ

た

。

本

連

載

で

は

２

回

に

わ

た

り

、

専

門

家

と

経

済

安

全

保

障

を

重

視

し

た

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

の

再

構

築

に

つ

い

て

考

え

る

。

特集／連載
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少

子

化

が

と

ま

ら

な

い

。

厚

生

労

働

省

の

発

表

に

よ

れ

ば

、

２

０

２

５

年

の

出

生

数

は

�

万

人

余

と

過

去

最

少

を

更

新

。

女

性

１

人

が

生

涯

に

産

む

子

ど

も

の

数

を

示

す

合

計

特

殊

出

生

率

も

１

・

�

と

過

去

最

低

を

記

録

し

た

。

　

想

定

を

超

え

た

ス

ピ

ー

ド

で

人

口

減

少

が

進

む

。

日

本

が

ど

ん

ど

ん

縮

ん

で

い

く

。

事

態

は

深

刻

だ

。

社

会

の

さ

ま

ざ

ま

な

分

野

に

影

響

が

及

ん

で

い

る

。

　

先

日

、

旧

知

の

映

画

会

社

の

幹

部

と

会

っ

た

。

１

９

７

５

年

か

ら

だ

そ

う

な

の

で

、

半

世

紀

に

わ

た

っ

て

放

送

し

、

今

春

終

わ

っ

た

「

ス

ー

パ

ー

戦

隊

」

が

話

題

に

な

っ

た

。

番

組

打

ち

切

り

の

理

由

は

明

快

で

、

子

ど

も

の

数

が

減

り

、

関

連

グ

ッ

ズ

の

売

り

上

げ

な

ど

が

伸

び

悩

み

、

ビ

ジ

ネ

ス

に

な

ら

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

か

ら

だ

。

　

わ

が

家

は

男

の

子

が

３

人

で

、

そ

の

昔

、

し

っ

か

り

お

付

き

合

い

さ

せ

て

も

ら

っ

た

。

正

月

に

後

楽

園

遊

園

地

で

戦

隊

シ

ョ

ー

が

あ

る

と

い

う

の

で

、

せ

が

ま

れ

て

連

れ

て

ゆ

き

、

関

連

グ

ッ

ズ

を

買

わ

さ

れ

た

の

を

覚

え

て

い

る

。

　

需

要

が

減

れ

ば

グ

ッ

ズ

の

価

格

が

上

昇

す

る

の

は

当

然

だ

。

定

番

の

変

身

ベ

ル

ト

は

８

０

０

０

円

も

す

る

そ

う

だ

。

「

お

じ

い

ち

ゃ

ん

・

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

が

お

孫

さ

ん

の

た

め

と

思

っ

て

も

、

さ

す

が

に

こ

の

値

段

だ

と

な

か

な

か

手

が

出

ま

せ

ん

よ

」

と

映

画

会

社

の

人

も

あ

き

ら

め

顔

だ

っ

た

。

　

逆

の

話

も

聞

い

た

。

少

子

化

は

高

齢

化

で

も

あ

る

。

今

や

後

期

高

齢

者

で

あ

る

団

塊

の

世

代

は

相

変

わ

ら

ず

ボ

リ

ュ

ー

ム

ゾ

ー

ン

だ

が

、

お

そ

ら

く

そ

の

上

の

人

た

ち

が

観

て

い

る

と

思

わ

れ

る

テ

レ

ビ

時

代

劇

「

暴

れ

ん

坊

将

軍

」

が

根

強

い

人

気

だ

と

い

う

。

　

�

年

か

ら

四

半

世

紀

、

放

送

し

た

番

組

で

あ

る

。

８

代

将

軍

・

徳

川

吉

宗

が

市

井

に

出

て

貧

乏

旗

本

に

な

り

江

戸

に

は

び

こ

る

悪

を

斬

る

痛

快

時

代

劇

と

い

う

や

つ

だ

。

主

演

の

松

平

健

が

白

馬

に

乗

っ

て

登

場

す

る

あ

の

番

組

だ

。

　

平

日

の

午

前

４

時

か

ら

地

上

波

で

放

送

し

、

Ｂ

Ｓ

で

も

午

前

８

時

か

ら

流

し

て

い

る

。

Ｃ

Ｓ

チ

ャ

ン

ネ

ル

に

加

え

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

で

も

配

信

し

て

い

る

と

い

う

か

ら

固

定

層

が

い

る

わ

け

だ

。

　

地

上

波

で

は

後

に

つ

づ

く

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

番

組

に

視

聴

者

を

つ

な

い

で

い

く

役

割

を

果

た

し

て

い

る

と

い

う

話

に

も

ま

た

驚

い

た

。

　

た

し

か

に

途

中

か

ら

見

て

も

流

れ

は

分

か

る

。

最

後

は

悪

が

懲

ら

し

め

ら

れ

る

わ

け

だ

か

ら

、

余

計

な

こ

と

は

考

え

な

く

て

良

い

。

こ

れ

ぞ

時

代

劇

で

あ

る

。

　

思

え

ば

ス

ー

パ

ー

戦

隊

も

基

本

構

図

は

一

緒

だ

。

悪

者

が

登

場

し

、

そ

れ

に

合

体

し

た

り

し

て

チ

ー

ム

で

戦

い

、

最

後

は

打

ち

負

か

す

。

ス

ー

パ

ー

戦

隊

を

観

て

い

た

子

ど

も

た

ち

は

暴

れ

ん

坊

将

軍

と

同

じ

勧

善

懲

悪

を

感

覚

的

に

学

ん

で

い

た

に

違

い

な

い

。

　

戦

隊

も

の

の

終

了

で

日

本

的

な

感

性

形

成

の

最

初

の

パ

ズ

ル

の

１

枚

が

失

わ

れ

た

と

み

る

の

は

オ

ー

バ

ー

だ

ろ

う

か

。

（

次

回

は

９

月

５

日

号

に

掲

載

）

　

日

本

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

協

会

（

略

称

：

日

本

Ｉ

Ｅ

協

会

、

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

５

月

�

日

、

都

内

で

第

�

回

幹

事

会

・

第

�

回

通

常

総

会

を

開

催

し

た

。

総

会

で

は

、

ａ

ｂ

ａ

代

表

の

宇

井

吉

美

氏

が

「

介

護

ロ

ボ

ッ

ト

で

未

来

が

変

わ

る

―

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

活

用

に

よ

る

働

き

方

改

革

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

を

行

っ

た

。

開会あいさつを行う新野

隆・日本ＩＥ協会会長

講演を行うａｂａ

代表の宇井吉美氏

■

Ａ

Ｉ

は

「

第

４

次

産

業

革

命

」

　

幹

事

会

に

続

く

通

常

総

会

で

は

冒

頭

、

日

本

Ｉ

Ｅ

協

会

の

新

野

隆

会

長

（

日

本

電

気

取

締

役

会

長

）

が

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

新

野

会

長

は

、

Ａ

Ｉ

に

よ

る

変

革

に

つ

い

て

「

こ

れ

ま

で

の

生

産

性

向

上

は

、

な

ん

と

か

１

割

、

２

割

と

い

う

改

善

だ

っ

た

が

、

（

Ａ

Ｉ

は

）

�

倍

、

１

０

０

倍

の

生

産

性

が

、

あ

っ

と

い

う

間

に

出

て

し

ま

う

。

Ａ

Ｉ

が

ど

ん

ど

ん

世

の

中

を

変

え

て

き

て

、

ま

さ

に

第

４

次

の

産

業

革

命

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

」

と

強

調

。

「

Ａ

Ｉ

を

賢

く

使

う

企

業

は

、

必

ず

勝

ち

組

に

な

る

し

、

反

対

に

使

わ

な

い

企

業

は

必

ず

淘

汰

さ

れ

る

世

の

中

に

な

っ

て

く

る

の

で

は

な

い

か

」

と

話

し

た

上

で

会

員

に

Ａ

Ｉ

の

積

極

的

活

用

、

そ

れ

に

よ

る

も

の

づ

く

り

産

業

の

発

展

を

呼

び

掛

け

た

。

　

総

会

で

は

、

２

０

２

５

年

度

活

動

実

績

並

び

に

決

算

報

告

、

２

０

２

６

年

度

活

動

計

画

（

案

）

並

び

に

予

算

（

案

）

、

役

員

交

代

案

、

会

則

の

一

部

改

正

を

全

会

一

致

で

承

認

し

た

。

�

年

度

は

３

年

間

の

中

期

計

画

の

最

終

年

度

で

あ

り

、

▽

会

員

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

▽

情

報

発

信

力

の

強

化

▽

安

定

的

な

収

益

基

盤

の

確

立

―

―

を

重

点

に

活

動

を

展

開

し

て

い

く

。

■

介

護

職

員

・

利

用

者

双

方

に

メ

リ

ッ

ト

　

続

い

て

、

ａ

ｂ

ａ

代

表

の

宇

井

吉

美

氏

が

「

介

護

ロ

ボ

ッ

ト

で

未

来

が

変

わ

る

―

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

活

用

に

よ

る

働

き

方

改

革

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

を

行

っ

た

。

　

同

社

は

、

に

お

い

で

排

泄

が

分

か

る

「

ヘ

ル

プ

パ

ッ

ド

」

を

開

発

。

セ

ン

サ

ー

が

と

ら

え

た

「

に

お

い

」

「

湿

度

」

「

温

度

」

の

デ

ー

タ

か

ら

Ａ

Ｉ

が

尿

と

便

を

検

知

、

ス

マ

ホ

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

等

に

最

適

な

お

む

つ

交

換

タ

イ

ミ

ン

グ

を

通

知

す

る

。

そ

の

こ

と

か

ら

▽

尿

便

漏

れ

、

空

振

り

に

よ

る

業

務

負

担

軽

減

▽

不

要

な

お

む

つ

交

換

に

よ

る

睡

眠

阻

害

の

防

止

―

―

な

ど

介

護

職

員

・

利

用

者

双

方

に

と

っ

て

メ

リ

ッ

ト

が

生

じ

て

い

る

。

　

宇

井

氏

は

ま

ず

、

「

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

で

誰

も

が

介

護

し

た

く

な

る

社

会

を

つ

く

る

」

と

い

う

同

社

の

ビ

ジ

ョ

ン

を

紹

介

。

そ

の

原

点

と

な

っ

た

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

話

し

た

。

宇

井

氏

が

中

学

生

だ

っ

た

�

年

ほ

ど

前

、

祖

母

が

病

気

に

な

り

「

人

格

が

１

８

０

度

変

わ

っ

た

」

と

い

う

。

も

ち

ろ

ん

病

気

の

祖

母

は

大

変

だ

が

「

一

緒

に

い

る

家

族

も

大

変

だ

な

っ

て

正

直

思

っ

た

。

介

護

者

の

負

担

の

大

き

さ

と

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

な

ど

を

含

め

た

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

す

ご

さ

が

相

ま

っ

て

高

校

生

の

頃

に

は

『

介

護

ロ

ボ

ッ

ト

を

作

り

た

い

』

と

思

う

よ

う

に

な

っ

た

」

と

語

っ

た

。

　

そ

の

後

、

介

護

ロ

ボ

ッ

ト

を

研

究

開

発

で

き

る

大

学

に

入

学

。

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

に

実

習

に

行

っ

た

と

き

、

職

員

は

二

人

が

か

り

で

要

介

護

度

４

の

利

用

者

を

押

さ

え

つ

け

て

腹

を

押

し

、

排

便

を

促

し

て

い

た

。

宇

井

氏

は

思

わ

ず

「

こ

れ

は

ご

本

人

が

望

ん

で

い

る

こ

と

で

す

か

」

と

泣

き

な

が

ら

尋

ね

た

。

す

る

と

介

護

職

員

は

「

わ

か

ら

な

い

」

と

。

そ

の

後

、

利

用

者

は

在

宅

ケ

ア

中

で

、

家

族

か

ら

「

施

設

に

い

る

間

に

排

便

さ

せ

て

ほ

し

い

」

と

の

願

い

が

あ

る

こ

と

を

知

る

。

「

自

戒

の

意

味

で

非

常

に

悔

や

ん

で

い

る

言

葉

の

一

つ

。

ま

た

、

本

人

の

こ

と

だ

け

で

は

な

く

、

家

族

の

こ

と

ま

で

考

え

て

ケ

ア

を

し

て

く

れ

る

プ

ロ

の

人

た

ち

が

世

の

中

に

い

る

こ

と

を

知

っ

て

、

私

は

一

瞬

で

介

護

職

さ

ん

た

ち

を

リ

ス

ペ

ク

ト

し

て

し

ま

っ

た

」

と

い

う

。

　

介

護

職

員

に

「

ど

ん

な

製

品

が

あ

っ

た

ら

い

い

と

思

い

ま

す

か

？

」

と

尋

ね

る

と

、

返

っ

て

き

た

の

は

「

お

む

つ

を

開

け

ず

に

中

が

見

た

い

」

だ

っ

た

。

こ

の

言

葉

が

排

泄

セ

ン

サ

ー

「

ヘ

ル

プ

パ

ッ

ド

」

の

開

発

に

つ

な

が

っ

て

い

っ

た

。

■

業

務

分

散

に

も

　

�

年

に

学

生

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

立

ち

上

げ

、

�

年

会

社

設

立

、

�

年

に

初

代

の

ヘ

ル

プ

パ

ッ

ド

を

発

売

、

�

年

ヘ

ル

プ

パ

ッ

ド

２

を

発

売

。

そ

の

間

、

自

ら

も

排

泄

デ

ー

タ

を

取

っ

て

開

発

を

続

け

て

き

た

。

　

ヘ

ル

プ

パ

ッ

ト

を

導

入

し

た

施

設

か

ら

は

「

非

常

に

生

産

性

が

上

が

っ

た

。

業

務

負

担

が

減

り

、

も

し

く

は

業

務

分

散

に

な

っ

た

」

と

い

う

声

が

届

い

て

い

る

と

い

う

。

宇

井

氏

は

、

ヘ

ル

パ

ッ

ド

が

あ

れ

ば

、

「

排

泄

を

適

時

的

確

に

ケ

ア

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

く

」

と

強

調

し

た

。
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後

継

者

不

足

の

伝

統

産

業

と

職

人

を

志

す

若

者

を

つ

な

ぐ

「

後

継

者

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

」

で

、

第

５

回

日

本

サ

ー

ビ

ス

大

賞

地

方

創

生

大

臣

賞

を

受

賞

し

た

ニ

ッ

ポ

ン

手

仕

事

図

鑑

の

編

集

長

、

大

牧

圭

吾

氏

が

生

産

性

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

た

。

「

年

間

１

０

０

人

の

後

継

者

を

産

地

に

」

を

目

標

に

掲

げ

、

マ

ッ

チ

ン

グ

の

さ

ら

な

る

強

化

で

、

技

術

伝

承

と

移

住

の

促

進

を

加

速

さ

せ

る

。

大牧　圭吾（おおまき・けいご）　

１９７７年長野県安曇野市生まれ。２０１５

年１月に動画メディア『ニッポン手

仕事図鑑』を立ち上げ、編集長に就

任。令和６年度小学校４年生国語の

教科書（光村図書）に執筆。

後

継

者

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

の

例

■

高

い

関

心

と

低

い

離

職

率

　

「

後

継

者

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

」

は

採

用

を

目

的

と

し

た

短

期

間

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

で

、

現

地

で

の

就

業

体

験

や

移

住

者

と

の

座

談

会

な

ど

を

通

し

て

、

「

職

人

」

と

い

う

仕

事

を

学

ぶ

。

全

国

各

地

の

工

房

で

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

を

開

催

し

て

お

り

、

各

回

と

も

モ

ノ

づ

く

り

系

の

学

校

な

ど

か

ら

、

平

均

し

て

�

人

か

ら

�

人

ほ

ど

の

応

募

が

集

ま

る

。

　

５

年

間

で

１

０

９

人

の

内

定

承

諾

者

が

誕

生

し

た

。

１

年

以

上

定

着

率

は

�

・

８

％

と

早

期

離

職

が

非

常

に

少

な

い

の

が

特

徴

だ

。

「

移

住

し

て

で

も

職

人

に

な

り

た

い

」

と

考

え

る

若

者

は

多

く

、

内

定

者

の

７

割

以

上

が

県

外

か

ら

移

住

し

て

就

業

し

て

お

り

、

Ｉ

タ

ー

ン

率

は

�

・

６

％

と

高

水

準

だ

。

　

大

牧

氏

は

「

こ

れ

ま

で

誰

も

手

を

付

け

な

か

っ

た

伝

統

産

業

の

担

い

手

を

発

掘

す

る

仕

組

み

を

つ

く

っ

て

み

て

、

多

く

の

若

者

が

手

仕

事

に

興

味

を

持

っ

て

い

る

こ

と

を

知

り

、

驚

い

た

」

と

話

す

。

■

担

い

手

不

足

に

初

め

て

挑

戦

　

ソ

ー

シ

ャ

ル

事

業

を

手

掛

け

る

フ

ァ

ス

ト

コ

ム

の

新

規

事

業

と

し

て

、

大

牧

氏

は

２

０

１

５

年

１

月

、

「

ニ

ッ

ポ

ン

手

仕

事

図

鑑

」

を

立

ち

上

げ

た

。

全

国

の

伝

統

工

芸

の

担

い

手

で

あ

る

職

人

の

動

画

を

つ

く

り

、

紹

介

す

る

メ

デ

ィ

ア

を

運

営

す

る

サ

ー

ビ

ス

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

た

。

　

職

人

の

映

像

を

撮

影

す

る

た

め

に

全

国

を

飛

び

回

っ

て

い

る

う

ち

に

、

伝

統

工

芸

の

産

地

が

抱

え

て

い

る

悩

み

を

聞

く

よ

う

に

な

っ

た

。

多

く

の

職

人

が

口

に

し

た

の

は

、

新

し

い

販

路

の

開

拓

と

、

今

の

時

代

に

売

れ

る

商

品

の

開

発

、

そ

し

て

、

担

い

手

不

足

の

課

題

だ

っ

た

。

　

販

路

開

拓

と

商

品

開

発

は

、

国

や

地

方

自

治

体

が

サ

ポ

ー

ト

に

乗

り

出

し

て

お

り

、

民

間

企

業

に

も

プ

レ

ー

ヤ

ー

が

い

る

。

し

か

し

、

担

い

手

不

足

は

最

重

要

課

題

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

行

政

の

取

り

組

み

が

十

分

で

は

な

い

と

感

じ

ら

れ

た

。

「

ニ

ッ

ポ

ン

手

仕

事

図

鑑

が

チ

ャ

レ

ン

ジ

す

る

べ

き

課

題

で

は

な

い

か

と

思

っ

た

」

。

　

２

０

１

８

年

か

ら

２

年

間

、

国

の

補

助

金

な

ど

も

活

用

し

な

が

ら

、

自

社

で

「

後

継

者

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

」

に

試

験

的

に

取

り

組

ん

だ

。

「

２

年

で

４

回

の

イ

ン

タ

ー

ン

を

実

施

し

、

毎

回

�

人

前

後

の

応

募

者

が

あ

り

、

そ

の

中

で

１

人

が

内

定

し

た

。

こ

れ

は

い

け

る

と

確

信

し

た

」

。

　

２

０

２

０

年

に

入

り

、

各

地

の

伝

統

工

芸

の

後

継

者

を

発

掘

す

る

と

い

う

日

本

初

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

ス

タ

ー

ト

す

る

決

意

を

固

め

た

矢

先

、

コ

ロ

ナ

禍

で

１

年

間

自

粛

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

仕

切

り

直

し

て

、

２

０

２

１

年

度

か

ら

本

格

的

に

「

後

継

者

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

」

を

ス

タ

ー

ト

し

た

。

■

成

功

事

例

を

横

展

開

　

職

人

に

な

り

た

い

若

者

が

大

勢

い

る

こ

と

は

分

か

っ

て

い

た

が

、

受

け

入

れ

側

の

事

業

者

に

参

加

し

て

も

ら

う

の

は

簡

単

で

は

な

か

っ

た

。

　

「

弟

子

に

な

っ

て

か

ら

５

～

�

年

で

よ

う

や

く

一

人

前

と

い

う

伝

統

工

芸

の

世

界

で

、

今

の

収

入

か

ら

半

人

前

の

弟

子

に

給

与

を

支

払

う

こ

と

を

考

え

る

と

、

二

の

足

を

踏

む

職

人

は

少

な

く

な

か

っ

た

」

。

　

ス

タ

ー

ト

当

初

は

職

人

を

説

得

す

る

し

か

方

法

が

な

か

っ

た

。

し

か

し

、

回

を

重

ね

る

ご

と

に

、

他

の

成

功

事

例

を

話

す

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

、

風

向

き

が

変

わ

り

始

め

た

。

　

例

え

ば

、

技

術

者

と

し

て

は

一

人

前

で

な

く

て

も

、

親

方

が

催

事

に

出

て

い

る

間

に

、

弟

子

が

生

産

の

一

部

を

進

め

た

り

、

親

方

が

生

産

し

て

い

る

間

に

弟

子

が

販

売

し

た

り

す

る

。

「

若

者

が

一

生

懸

命

に

説

明

す

る

と

応

援

す

る

人

が

現

れ

る

。

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

発

信

し

た

り

、

メ

デ

ィ

ア

に

取

り

上

げ

ら

れ

た

り

し

て

、

話

題

に

な

る

こ

と

も

多

い

」

。

　

こ

の

よ

う

な

効

果

を

説

明

す

る

と

、

躊

躇

し

て

い

た

親

方

も

「

や

っ

て

み

る

か

」

と

な

る

。

先

行

事

例

が

き

っ

か

け

で

チ

ャ

レ

ン

ジ

の

連

鎖

が

続

く

。

そ

し

て

何

よ

り

、

自

分

の

仕

事

を

や

っ

て

み

た

い

と

い

う

若

者

が

大

勢

集

ま

る

こ

と

が

職

人

た

ち

の

励

み

に

な

り

、

同

職

種

の

工

房

や

他

地

域

の

希

望

に

な

っ

た

。

■

移

住

の

意

思

決

定

も

支

援

　

２

０

２

１

年

か

ら

２

０

２

５

年

ま

で

の

内

定

者

数

は

１

３

４

人

で

、

内

定

承

諾

者

数

は

１

０

９

人

だ

。

こ

の

差

の

�

人

の

多

く

が

、

職

人

の

仕

事

は

し

た

い

が

、

移

住

の

意

思

決

定

が

で

き

な

か

っ

た

と

い

う

。

　

「

若

者

が

不

安

な

く

職

人

と

し

て

新

生

活

を

始

め

ら

れ

る

よ

う

、

移

住

の

意

思

決

定

が

し

や

す

く

な

る

よ

う

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

必

要

だ

。

就

業

の

意

思

決

定

を

さ

せ

る

時

間

だ

け

で

な

く

、

生

活

の

イ

メ

ー

ジ

を

持

っ

て

も

ら

う

時

間

も

大

事

に

し

て

い

き

た

い

。

そ

れ

が

結

果

的

に

地

方

創

生

に

も

つ

な

が

る

」

。

　

職

人

の

仕

事

は

離

職

率

が

高

い

と

言

わ

れ

て

い

た

が

、

後

継

者

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

を

経

て

職

人

に

な

っ

た

若

者

は

、

４

年

以

上

就

業

し

て

い

る

人

が

い

る

中

で

、

７

割

以

上

の

後

継

者

が

現

在

も

活

躍

し

て

い

る

。

　

一

般

企

業

と

比

べ

て

、

待

遇

面

で

劣

る

ケ

ー

ス

も

あ

る

が

、

若

者

に

と

っ

て

勤

務

条

件

だ

け

が

職

人

を

続

け

る

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

と

は

限

ら

な

い

。

実

際

に

産

地

で

の

仕

事

で

は

、

条

件

で

上

回

る

法

人

事

業

者

よ

り

も

、

む

し

ろ

一

人

親

方

の

下

で

働

く

方

が

長

続

き

し

や

す

い

と

い

う

。

「

経

営

者

と

社

員

の

関

係

よ

り

も

、

『

今

夜

は

夕

食

を

食

べ

て

い

き

な

さ

い

』

と

家

族

的

な

付

き

合

い

に

な

っ

た

ほ

う

が

救

わ

れ

る

若

者

も

い

る

。

親

方

の

人

間

性

や

熱

意

、

将

来

の

ビ

ジ

ョ

ン

が

重

要

に

な

る

」

。

　

現

在

は

高

校

生

や

大

学

生

を

中

心

に

産

地

の

魅

力

を

訴

え

て

い

る

が

、

さ

ら

に

、

今

後

は

小

学

生

や

中

学

生

に

も

伝

統

工

芸

に

憧

れ

て

も

ら

う

工

夫

も

始

め

て

い

る

。

「

生

成

Ａ

Ｉ

の

登

場

で

、

現

場

仕

事

の

魅

力

が

回

帰

す

る

の

は

必

至

だ

。

今

が

チ

ャ

ン

ス

だ

」

。

　

そ

の

た

め

に

は

、

後

継

者

と

し

て

送

り

出

し

た

�

代

、

�

代

の

若

手

の

職

人

の

活

躍

の

場

を

提

供

す

る

こ

と

が

重

要

だ

。

「

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

や

ア

イ

ド

ル

、

ス

ポ

ー

ツ

選

手

な

ど

、

小

学

生

が

憧

れ

る

の

は

�

～

�

代

の

若

者

で

あ

り

、

そ

の

世

代

が

活

躍

す

る

姿

を

見

せ

て

い

き

た

い

」

。

　

７

月

�

日

か

ら

８

月

５

日

、

東

京

・

新

宿

で

、

若

手

職

人

と

親

方

の

合

同

ペ

ア

作

品

展

「

弟

子

と

親

方

展

」

を

開

く

。

「

若

手

職

人

に

光

が

当

た

る

場

を

つ

く

り

た

い

」

と

い

う

思

い

が

込

め

ら

れ

て

い

る

。

特集／連載
生 産 性 新 聞 （８）２０２６年（令和８年）７月５日（日曜日）

【第三種郵便物認可】

本紙面の著作権は公益財団法人日本生産性本部に帰属します。権利侵害となるようなご利用はお断り致します。


